















古いものは 根無草 であり、虫拳が最も古いという可能性はあると考える。 遊びの
大事典 は 藤八拳に続いて考案されたのが虎拳と思われる 虫拳 の発案もいつ頃
からか定かではないが（中略）おそらく 虎拳 に続いて考案されたものと推察でき
る ）としているが 根無草 の記述を見落としていると考えられる。
根無草 は風来山人（平賀源内、享保十三（ ）年 安永八（ ）年）の著作
である。そこでは次のような表記になっている。
日本の拳遊戯（中）

















風来山人集 （岩波書店、中村幸彦校注）の 根無草 には 拳の変化 の箇所に
校註が付いており、 種類の違った拳を続けざまにすること。拳会角力図会には交拳と





御伽智恵競 （立野藤治郎、山岸佐吉、明治十四年）や 拳の打振り （小西可東、春
江堂、明治四十二年）にも本拳と虫拳とあり、なんでも良かったわけではない。
拳会角力図絵 の絵では虫拳は子供が打っているが、他の拳はすべて大人が打って
いる。また 嬉遊笑覧 （喜多村信節、文政十三（ ）年）に 右の拳（本拳）より
後さまざまの拳出きぬれど。行はるゝは狐拳なり。虫拳などは唯童部のなぐさみ也。蛙
と蛇と蛞蝓。相制するをもて勝負をなす。 とあり、また 尾張童遊集 （天保二











虫拳を題材にした小説がある。 三虫拇戦 （文政二（ ）年）と 児雷也豪傑譚
（天保十（ ）年）である。
日本の拳遊戯（中）
【図 虫拳（ 拳会角力図絵 ）】
【図 虫拳 尾張童遊集 】 【図 虫拳 幼稚遊昔雛形 】












り、また 豪傑地雷也 （ 年、日活）、 忍術地雷也 （ 年、新東宝）、 怪竜大決






















角力図絵 や 北斎漫画 にあるように主に座敷で行われたと考えられる。洒落本など
でもそのような状況で登場する。







同じ山東京伝の 通気粋語伝 （天明八（ ）年）では、遊郭で実際に打っている
場面が登場する。
日本の拳遊戯（中）
【図 虎拳（ 拳会角力図絵 ）】 【図 虎拳（葛飾北斎 北斎漫画 ）】
武 おゑんぼう、とらけんで一ツいかふ。 ゑん わっちゃァいや。おめへのやう
なとらけんの上手な人と。イヤイヤこのじうも深川のとみおかで歌うたひの燕青さん
と、一両がけで、でへぶかちなつたそふだ。 林 インヤおゑんもとらけんは妙だ
よ。やってみや 。 ゑん そんなら松さん、じぶくりっこ ）なしだよ 花 ド
リャおれが合かふに出やうか トいふゆえ武松、おゑん、きゆうに目くばせして。















【図 狐拳（ 青楼美人合 ）】 【図 庄屋拳（ 拳会角力図絵 ）】
はありえない。
次節で述べるが、この後に流行する拳はほとんどが狐拳の形を取っており、浮世絵な














つかっていない。明治時代の民俗学者、山中共古（嘉永三（ ）年 昭和三（ ）





【図 大仏拳、左から大仏、細工人、参詣人（ 一向不通替善連 ）】
と書いているが、実際にあったものではなく作者山跡蜂満の創造物ではないだろうか。
レサノット拳













































滑稽本 滑稽有馬紀行 （文政十（ ）年）には豆けんが登場する。京の男が有馬
温泉に行き、芸者に豆けんを教わるシーンがある。
みや モシ、左様なら京で致します豆けんをさんじませう。才 ナニ豆けんとは。




勝つ。江戸後期の作家、西沢一鳳（享和二（ ）年 嘉永五（ ）年）の随筆
























出し方には から まで 通りあるが、勝負がつくのは か の二つの場合で残り四つ


















とはなりぬ。（塵哉翁 巷街贅説 文政十二（ ）年）
此の節猿若町河原崎座にて、とてつる拳の狂言大当たり…稽古本を買て、皆々往来
をけんしながらかゑるものなり けんとふも違へず当たる成駒や 江戸市川で客は
まつ本 とてつる拳 酒は拳酒いろ品は（以下略）（藤岡屋由蔵 藤岡屋日記 ）
弘化四年 河原崎芝居春の狂言に、虫拳、狐拳、虎拳の所作を催しけるが、世に行
はれて諸人酒席の戯れにこれを真似たり。（喜多川信節 武江年表 ）。






































嘉永元（ ）年には 色品替拳酒 の中で鶴亀蓬莱拳が舞われ、嘉永二（ ）



















【図 三国拳 拳早指南 】
（ ）年 文政四（ ）年）による 拳早指南 が出版されている。この本には、
十種類の拳酒の歌詞と振り付けが記されている。
これらの拳は所作を伴う拳ということで所作拳と呼ばれた。上記のほかに所作拳とし






明治になっても兎の流行に伴う 兎拳 （明治五（ ）年）、西南戦争に伴う 薩摩
拳 （明治十（ ）年）、寄席の人気者となった郭巨の釜掘りの四代目立川談志、ヘラ
ヘラ踊りの三遊亭万橘、ステテコ踊りの三代目三遊亭円遊を用いた 三人拳 （明治十














































































歌舞伎の 加賀美山旧 錦 絵
こきょうのにしきえ
の名場面“草履打ち”を題材にした拳である。 人




























て （拍手）はいサー、（拍手）はいドン、きたーこーらーサー（拍手 回） と囃す。
最初の サー で両者狐を出す。次の ドン で拳を打つ。 きたーこーらーサー 以
下を繰り返し一方が 連勝するまで行う。 連勝したら勝ちである。大正十一年に刊行




























































い当てるルール。（日高旺 黒潮の文化史 南方新社、平成十七（ ）年）
サミあそび 親指は人指し指に、人差指は小指に、小指は親指に勝つ。与論では親
指は 木 、人差指は 鳥 、小指は 虫 の意味づけを教えて頂いた。（日高良廣、







指一本を出す すくみ拳。 しかしかつのなんぼん のかけ声で、指を 本か 本か
本出す。 本は親指、 本は親指と人差し指、 本は親指と人差し指と中指。 本は




















いるもので現在発見されている最も古い書籍は明治二十五（ ）年の 秘芸の魁 拳
独稽古 で、そこには、
最初手を合し膝の上に置き手を三ツ打ちて直に甲乙共に 庄屋 狐 てつぽう 何
になり共一ツを打ち出し一拳勝てば拳言 一ツ と云ふ声を発し直に又庄屋 狐 て
つぽう 三ツのうち一ツを打出し甲なり乙なり勝てば ニツ と云ふ声を発し 又三
ツの内を打出し甲なり乙なり勝てば拳言 三ツ といふ声を発し、甲乙共に同じ打方
































































【図 藤八五文売（ 近世商売尽狂歌合 ）】 【図 藤八五文売 ）（ 江戸のくすりや ）】
（中略）





































大槻如電（弘化二（ ）年 昭和六（ ））が信州上田の飯島嬉笑氏の寄稿とし
て、
秀吉の朝鮮出兵に伴い、九州名護屋（現在の佐賀県唐津市）に出兵した兵を慰める






















































嘉永六年の 元祖藤八拳相撲 の武蔵野漣の番付に、東方の関脇として二代目 春
の家草 という拳士が挙げられているが、この人が狐拳を改め、藤八拳を造った
春の家草丸 の後継者であった。（セップ・リンハルト 拳の文化史 ）






























に三本勝負の狐拳の数字の言い方を 藤八 五文 奇妙 にしたものが生まれ、これ
を藤八拳という名で呼んだもので、競技としての狐拳はそれ以前からあったものと考え
られる。そして遊びの拳である拳酒とは別個に存続して行ったと考えられる。
セップ・リンハルト氏は 高名時花・三福対 （嘉永三（ ）年）という著名人を
三人一組で囲った番付の中に 拳会 白銀丁 馬島貞造、将棋 シタヤ 天野留次郎、
打拳 ギンザ 月廼家一芦 とあることについて、






























































巷街贅説 （鷹哉翁著、発刊年不詳）には安政二（ ） 三年頃の世の中について
廃り物茶の湯楊弓蹴鞠連 拳の稽古の声も聞こえず ）という歌が詠まれている。
また成島柳北（天保八（ ）年 明治十七（ ）年）が幕末の花柳界を描いた戯











かい 来い来い来い と招くような動作をし、負けた方は平身低頭して へいへいへ
い という拳、三拍拳は三回手拍子を打ってから拳を打つ形のものと推察される。狐拳
を連続して打つやり方の一種であるが、同様のものの中で藤八拳が最も流行したようで































































































下あり。（ 演芸画報 第 巻 号 （明治四十年））
明治十七（ ）年頃から明治四十（ ）年までは衰退していたということである。











また夏目漱石（慶応三（ ）年 大正五（ ）年）が明治三十九（ ）年に発表
した小説 坊っちゃん には、 あるやつはなんこをつかむ。こっちでは拳を打つてい
る。よつ、はつ、と夢中で両手を振る所は… と藤八拳を打っている光景が登場する。
大きな組織であった花廼家一門が衰微していたが、他の小さな団体は活動していたとい



















































大正以降のことについて 東八拳道 には 大正の初期各派合同して拳技睦会を起








































と 東家 忍連 明友舎 拳闘舎 花廼家 龍魁舎 東水舎 などがある。もう
一枚は 藤花連 松廼家 東川舎 菊廼家 隅田川 東旭舎 桃雲舎 品川舎
日本の拳遊戯（中）
【図 第十六回番付 】 【図 第十六回番付 】
















ところをまわって、復興に尽力した。 昭和 年頃拳は復興し、昭和 年の 月 日

































会員名簿があり、記載されているのは約 名であるので 千余名 はやはり誇張したも
のと考えられる。
京都では明治三十九年の番付が発見されており二百名以上の名前が記載されている。




いる。 東八拳道 にも 京都には早間文調翁を中心とする一派があり、現在二代目文









昭和 年の写真誌 サングラフ には、関東藤八拳大会と題した見開きの頁があり、







昭和 年、 人参加して藤八拳大会（ 周年を記念して）花柳楽丸会長。（読売 昭
和四十九（ ）年五月十二日）
昭和 年、昨年結成された松廼家 人。（読売 昭和五十（ ）年三月三日）






良）が 江戸の花 東八拳をお楽しみください を刊行した。

















（ 週刊大衆昭和 （ ）年 月 日
号（通巻 号）】
【図 東八拳
















）鳥井正之助 秘芸の魁 拳独稽古 頁
）加藤美侖 是丈は心得おくべし 頁




）酒井欣 日本遊戯史 第一書房、 頁
























風来山人 根無草 後篇 岡本利兵衛、宝暦十三年 明和六年
日本の拳遊戯（中）
義浪、吾雀 拳会角力図会（上）（下） 河内屋太助、文化六（ ）年
柳亭種彦 三虫母戦 文政二（ ）年
山桜漣々、逸軒揺舟 拳独稽古 文政十三（ ）年
小寺玉晁 尾張童遊集 天保二（ ）年
万亭応賀 幼稚遊昔雛形 天保十四（ ）年
梅暮里谷峩 拳早指南 安政三（ ）年
ウィリアム・グリフィス著 山下英一訳 皇国 明治九（ ）年
立野藤治郎 御伽智恵競 山岸佐吉、明治十四（ ）年
永井良知編 東京百事便 三三文房、明治二十四（ ）年
鳥井正之助 秘芸の魁 拳独稽古 中島抱玉堂、明治二十五（ ）年
如電居士 拳の事 風俗画報 号 明治二十六（ ）年
愛花情史他 粋人遊びの友 明二十六（ ）年、
松室八千三 遊芸 鹿田書店、明二十六（ ）年、
猪里重次郎 酒席遊戯 玉潤堂、明治二十九（ ）年
下田歌子 女子遊喜の栞 博文館、明治三十三（ ）年
大阪経済雑誌 第九年拾六号 大阪経済社、明治三十四（ ）年
山中共古 甲斐の落葉（上）（下） 明治三十四（ ）年
橋詰良一 新案色彩遊戯 明治三十五（ ）年
中川重理 室内運動競技の随一・藤八拳独習 イ菱倶楽部、明治三十五（ ）年
西沢一鳳 皇都午睡 新群書類従 第 国書刊行会、明治三十九（ ）年
大愚堂主人 拳の話 演芸画報 第 巻 号 演芸画報社、明治四十（ ）年
無名氏 拳の話 演芸画報 第 巻 号 演芸画報社、明治四十（ ）年
拳好生 藤八拳名流略伝 演芸画報 第 巻 号 演芸画報社、明治四十（ ）年
小山田（高田）与清 松屋筆記 市島謙吉編 松屋筆記 第一 国書刊行会、明治四十一（ ）年
小西可東 拳の打ち振り 春江堂、明治四十二（ ）年
河尻清潭編 酒席の遊び 笑社出版所、明治四十四（ ）年
晴光館編集部 現代娯楽全集 晴光館書店、明治四十四（ ）年
大通散士 宴会お座敷芸 盛陽堂書店、明治四十四（ ）年
小沢卯之助 本邦固有遊戯全書 国民教育社、大正元（ ）年
山桜漣々、逸軒揺舟 拳独稽古 雑芸叢書 第 国書刊行会、大正四（ ）年
大郷信斎 道聴塗説 早川純三郎編 鼠璞十種 第二 国書刊行会、大正五（ ）年
江戸惣まくり 江戸叢書刊行会、大正六（ ）年
青文堂編集部 あごはずし 抱腹絶倒 青文堂、大正七（ ）年
中外商業新報 大正九（ ）年
加藤美侖 是丈は心得おくべし 誠文堂、大正十（ ）年
華城山人 正調安来節の唄ひ方 踊り方と拳の打方 文耕堂、大正十一（ ）年
村上静人 縁結娯色の糸 人情本刊行会、大正十五（ ）年
三田村鳶魚 瓦版のはやり唄 春陽堂、大正十五（ ）年
松亭金水 縁結娯色の糸 人情本刊行会第二輯 人情本刊行会、大正十五（ ）年
中内蝶二 娯楽大全 誠文堂、昭和二（ ）年
横光利一 時間 昭和五（ ）年
河竹黙阿弥 三人吉三廓初買 春陽堂、昭和六（ ）年
一向不通替善連 洒落本大系第 巻 六合館、昭和六（ ）年
中里機庵 綿羊娘情史 赤炉閣書房、昭和六（ ）年
横浜市役所 横浜市史 風俗編 横浜市役所、昭和七（ ）年
若山善三郎 尾張童遊集 名古屋温古社、昭和九（ ）年
酒井欣 日本遊戯史 建設社、昭和十（ ）年
三田村鳶魚 江戸百話 大日社、昭和十四（ ）年
久保田孫一 健全娯楽・東八拳道 精神科学出版社、昭和十六（ ）年
小高吉三郎 日本の遊戯 拓石堂出版、昭和十八（ ）年
田井真孫 色模様 江戸から東京へ 世紀社、昭和三一（ ）年
山東京伝 通言総籬 日本国民文学全集 河出書房、昭和三十一（ ）年
中島海 遊戯大事典 昭和三十二（ ）年
三田村鳶魚 江戸生活事典 青蛙房、昭和三十三（ ）年
、昭和三十五（ ）年
中村幸彦校注 風来山人集 岩波書店、昭和三十六（ ）年
伊原敏郎 歌舞伎年表第 巻 岩波書店、昭和三十六（ ）年
矢野目源一 娯楽大百科 金園社、昭和三十七（ ）年
生きている歴史 東八拳 歴史読本 昭和 年 月 日号 人物往来社、昭和三十八（ ）年
鈴木棠三 絵本江戸風俗往来 平凡社、昭和四十（ ）年
花咲一男 川柳江戸名物図絵 近世風俗研究会、昭和四十一（ ）年
服部龍太郎 民謡のふるさと 朝日新聞社、昭和四十二（ ）年
菊池貴一郎著、鈴木棠三編 絵本江戸風俗往来 平凡社、昭和四十三（ ）年、
エドワード・シルベスター・モース著、石川欣一訳 日本その日その日 平凡社、昭和四十五
（ ）年
井口洋 風月外伝をめぐって 国語国文 巻 号 京都大学国文学会、昭和四十六（ ）年
東海道四谷怪談 上演 文政八（ ）年郡司正勝校註 新潮日本古典集成 新潮社、昭和四十六
（ ）年
週刊現代 月 日号 講談社、昭和四十七（ ）年
伊原敏郎編 歌舞伎年表 、岩波書店、昭和四十八（ ）年
金子倉吉監修、石崎利内著 新和菓子大系（下巻） 金子嘉正、昭和四十八（ ）年
山崎美成 三養雑記 日本随筆大成編集部 日本随筆大成第 期 吉川弘文館、昭和四十九（ ）
年
柴村盛方 飛鳥川 日本随筆大成第 期 吉川弘文館、昭和四十九（ ）年
著者未詳 続飛鳥川 日本随筆大成第 期 吉川弘文館、昭和四十九（ ）年
三田村鳶魚 伝統した明治初年のトテツル拳 三田村鳶魚全集・第 巻 中央公論社、昭和五十一
（ ）年
三田村鳶魚 チョンキナ 三田村鳶魚全集・第 巻 中央公論社、昭和五十二（ ）年
喜多川信節 ききのまにまに 未刊随日筆百種 中央公論社、昭和五十二（ ）年
月刊総務 ウィズワークス、昭和五十二（ ）年
中野幸彦、中野三敏校訂 東洋文庫 甲子夜話 平凡社、昭和五十三（ ）年
中野幸彦、中野三敏校訂 東洋文庫 甲子夜話 平凡社、昭和五十三（ ）年
中野幸彦、中野三敏校訂 東洋文庫 甲子夜話続編 平凡社、昭和五十三（ ）年
フィッセル 日本風俗備考 庄司三男訳 東洋文庫 日本風俗備考 平凡社、昭和五十三（ ）年
吉井始子他翻刻 翻刻 江戸時代料理本集成 第十巻 臨河書店、昭和五十六（ ）年
郡司正勝校注 東海道四谷怪談 新潮社、昭和五十六（ ）年
山東京伝 通気粋語伝 洒落本大成 中央公論社、昭和五十七年
見通三世相 洒落本大成十六巻 中央公論社、昭和五十七（ ）年
塵哉翁 巷街贅説 森銑三他編 続日本随筆大成別巻 近世風俗見聞集 吉川弘文館 昭和五十八
（ ）年
月刊百科 平凡社、昭和五十八（ ）年
ウィリアム・グリフィス 明治日本体験記 平凡社、昭和五十九（ ）年
長田純 町かどの芸能（下） 近代文芸社、昭和五十九（ ）年
朝倉治彦編 日本名所風俗図会 角川書店、昭和六十一（ ）年
岸野雄三他編 最新 スポーツ大事典 大修館書店、昭和六十二（ ）年
滑稽有馬紀行 板坂耀子 江戸温泉紀行 平凡社、昭和六十二（ ）年
日本の拳遊戯（中）
中野三敏校訂 砂払（下） 岩波書店、昭和六十二（ ）年
小俣保太郎編 伝記叢書 大空社、昭和六十三（ ）年
太田才次郎著、瀬田貞二解説 日本児童遊戯集 平凡社、平成元年（ ）年
鈴木棠三 近世庶民生活史料 藤岡屋日記 巻 三一書房、平成元年（ ）年
鈴木棠三 近世庶民生活史料 藤岡屋日記 巻 三一書房、平成元年（ ）年
鈴木棠三 近世庶民生活史料 藤岡屋日記 巻 三一書房、平成元年（ ）年
成島柳北 柳橋新誌 佐竹昭広他編 新古典日本文学大系 岩波書店、平成元年（ ）年
セップ・リンハルト チョンキナ 視覚の十九世紀 思文閣出版、平成四（ ）年
国会図書館図書部 諸色調類集目録・天保度御改正諸事留目録（諸事留の内） 国立国会図書館、平成
五（ ）年
赤穂敞也 じゃんけんぽん 近代文芸社、平成七（ ）年
中村幸彦校註 東海道中膝栗毛 小学館、平成七（ ）年
石川英輔 大江戸番付づくし 実業之日本社、平成十三（ ）年
喜多村信節 嬉遊笑覧 岩波書店、平成十七（ ）年
石塚豊芥子 近世商売尽狂歌合 日本随筆大成 第三期 吉川弘文館、平成十九（ ）年
第 章 藤八拳
夏目漱石 道草 明治三十九（ ）年
夏目漱石 坊っちゃん 明治三十九（ ）年
小俣保太郎編 観樹湘軍回顧録 政教社、大正十四（ ）年
西原柳雨 川柳江戸名物 春陽堂、大正十五（ ）年
中川重里 藤八拳独習 イ菱倶楽部、昭和六（ ）年
城昌幸 藤八拳ごろし 富士 第 巻 号 世界社、昭和二十五（ ）年
藤掛寅七編 面白倶楽部 光文社、昭和二十九（ ）年
世界画報 昭和 年 月号 国際情報社、昭和二十九（ ）年
小宮豊隆編纂 明治文化史 第十巻 趣味・娯楽編 洋々社、昭和三十（ ）年
関東藤八拳大会 サングラフ 月号 サン出版社、昭和三十（ ）年
田井真孫 色模様 江戸から東京へ 世紀社、昭和三十一（ ）年
“東八拳”はいかが？ 週刊大衆 年 月 日号（通巻 号） 双葉社、昭和三十五（ ）年
朝倉治彦、稲村徹元編 明治世相編年事典 東京堂、昭和四十（ ）年
花咲一男 江戸のくすりや 近世風俗研究会、昭和四十一（ ）年
斎藤月岑著、金子光晴校註 武江年表 平凡社、昭和四十八（ ）年
八世板東三津五郎 歌舞伎 花と実 玉川大学出版部、昭和五十一（ ）年
槌田満文 明治大正風俗語典 角川書店、昭和五十四（ ）年
たち、にの、しめ！ 藤八拳抄々 江戸っ子 号 アドファイブ、昭和五十五（ ）年
三浦梧楼 明治反骨中條一代記 芙蓉書房、昭和五十六（ ）年
藤井宗哲 たいこもち（幇間）の生活 雄山閣、昭和五十七（ ）年
東八拳、知ってますか？ 太陽 昭和 年 月号 平凡社、昭和五十七（ ）年
森銑三他編 続日本随筆大成別巻 近世風俗見聞集 吉川弘文館、昭和五十八（ ）年
長田純 町かどの芸能（下） 文化出版局、昭和五十九（ ）年
悠玄亭玉介 たいこもち玉介一代 草思社、昭和六十一（ ）年
小泉和子 道具が語る生活史 朝日新聞社、平成元（ ）年
佐竹昭広他編 江戸繁盛記 新日本古典文学大系 岩波書店、平成元（ ）年
中村喬訳注 中国の酒書 平凡社、平成三（ ）年
セップ・リンハルト 十七・十八世紀の日本における拳 藤井譲治、横山俊夫編 安定期における人生
の諸相 仕事と余暇 京都ゼミナールハウス、平成三（ ）年
薬事日報 号 薬事日報社、平成五（ ）年
吉岡信 江戸の生薬屋 青蛙房、平成六（ ）年
自由時間 （ 月 日号） マガジンハウス、平成七（ ）年
川上香 東八拳に関する一考察 江戸東京博物館研究報告 第 号 江戸東京博物館、平成七
（ ）年
松本吉弘 江戸の華・東八拳をお楽しみ下さい。 近代文芸社、平成九（ ）年
寒川恒夫 じゃんけん 民俗遊戯大事典 大修館書店、平成十（ ）年
セップ・リンハルト 拳の文化史 角川書店、平成十（ ）年
たばこと塩の博物館編 拳の文化史・じゃんけんばかりが拳じゃない たばこと塩の博物館、平成十一
（ ）年
楽しき哉、拳の道 なごみ 年 月号 淡交社、平成十一（ ）年
赤穂敞也 再考 じゃんけんぽん 近代文芸社、平成十二（ ）年
セップ・リンハルト 拳の研究の意味 ポーラ文化研究所、平成十二（ ）年
セップ・リンハルト 日本の文化における拳遊びおよび三竦みの意味 学術月報 日本学術振興会、
平成十九 （ ）年
日本随筆大成編集部 日本随筆大成 第三期第四巻 吉川弘文館、平成十九（ ）年
セップ・リンハルト 上方絵に見る拳遊び 橋爪節也他 新菜箸本撰 第 号 心斎橋研究同人、平成
二十（ ）年
にぎわう東八拳会場 アサヒカメラ 朝日新聞出版、平成二十四（ ）年
日本の拳遊戯（中）
